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工場内観

■工事名称：（仮称）ケミカルグラウト株式会社技術センター（第二期工場棟）新築工事
■工事場所：横浜市鶴見区元宮１－－１
■建　築　主：ケミカルグラウト株式会社
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上２階
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■設　　計：大豊建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：大豊建設株式会社東京建築支店
■工　　期：年５月１日～年３月日

　ケミカルグラウト株式会社様の根幹をなす、技術センター第１期事務
所棟に続く、工場棟の新築プロジェクトです。最初に仮工場や資材置き
場を建設し、工場を稼働しながら工事を進めていくため、既存建物との
取り合いや工程に最大限の配慮をしながら設計を進めました。
　外装計画は、既存の事務所棟との一体感を重視するため、外壁上部を
濃いグレー色、下部を薄いグレー色に統一しました。外壁は耐火建築物
にする必要性から、耐火性・断熱性に優れたＡＬＣパネルを採用、屋根
も断熱性の高い仕様であるダブルパック工法を採用し、省エネルギー性
能を確保しました。
　平面計画のポイントとしては、作業性と最大限の資器材保管が可能と
なるｍ大スパン無柱空間と外周スパン２階部分のステージ化の空間構
成です。ステージ設置により構造の効率化と無駄のないレイアウトが可
能となり、建物本来の目的である『施主様の使い勝手の良さ』を最大限
に考え、既存との動線を配慮し、生産性が最大化する、機能とコストバ
ランスの最適な空間デザインを心掛けました。
　設備的には、換気形式として、周辺環境に配慮するため排気を敷地内
に取り込む形式を採用し、塗装ブースは粉じん対策に効果的なプッシュ
プル換気を採用しました。また、１階整備場への空気の循環や換気にも
配慮し、エア搬送ファンを設置しました。
　また、ＢＩＭによるモデル化を実施し、設計の最適化・建物完成時の
イメージの具現化を目的とし、ウォークスルー動画やパース静止画像を
活用、周辺環境からの本建物の見え方をシミュレーションし、ケミカル
グラウト様とイメージを共有しながら実施設計に活用しました。施工時
においては、建築と設備の干渉チェックや、施工での詳細検討にも活用
し、作業効率と精度向上に役立てることができました。

大豊建設株式会社建築設計部　宮本　将志

　本計画は、既存工場棟を解体後、跡地に新設工場棟を建設する工事であったため、
ケミカルグラウト様の工場運営に影響を与えないことが着工時から最大の重要事項
でありました。工事中も工場が稼働出来るよう、仮設工場・仮設構台を構築し既存
工場棟内の資機材を移設していただいた上で解体、新築工事に着手しました。
　工事は、仮設工場に隣接して進めるため、徹底した安全管理が必要でした。工事
内容により仮囲いの移動や作業動線、資材置き場について、ケミカルグラウト様と
綿密な打ち合わせを重ね、細かく工区分けをするように計画しました。特に工事車
両とケミカルグラウト様の作業動線は目視で簡単にわかるよう明確にしたことで、
無事に無事故・無災害で工事を完成することが出来ました。工場中央部に設けられ
た大きな開口部を有効利用することで車両の出入り口として利用し、開口部を挟ん
で片側ずつ施工しました。鉄骨建て方では、水平・垂直精度の細かな管理を徹底す
ることを目標としました。
　新設工場棟は、作業性の向上や資機材置き場の確保を目的とした短辺方向でｍ
中間柱がない広い空間の設計となっており、梁部材揚重時に自重でたわみが発生す
ることが懸念されたため、鉄骨建方前に予想たわみ量を算出し、地組みの段階で梁
部材にむくりを付け鉄骨建入れ精度を向上させることで外壁や内部仕上の精度向上
につなげることができました。
　電気、水道などのインフラ設備は、既存建物にも接続している配線・配管もある
ため、既存配管・配線の破損事故が発生しないよう事前に調査をした上で、新設工
場棟への接続方法など施工手順を計画し無事に工事を進捗させました。また、新設
工場が完成した後、仮設工場から再び資機材の移設をご協力いただき、資機材移設
完了後、仮設工場・仮設構台を撤去し、外構の改修工事も順次施工しました。
　ケミカルグラウト様におかれましては、工時期間中にわたり多大なご理解、ご協
力を賜りました。おかけさまで、無事故無災害で高品質な新設工場をお引き渡しす
ることができましたこと、厚くお礼申し上げます。

大豊建設株式会社　所長　前田　正司


